
令和２年度 高崎長期研修 小学校国語科

文学的な文章を読む力を

積み上げ育てる小学校国語科指導

1

～学習用語の習得と活用を目指した
系統性のある授業を通して～

高崎市立東部小学校 中澤麻紀子

2021/2/20
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登場人物の気持ちの読み方の指導

登場人物の気持ちを読み取る



3

紹介カードを
きれいに

作ることができたよ

人物の気持ちが
分かったよ

2021/2/20

「物語の学習で何を学びましたか？」

読む力の育成

内容の理解 学習活動

ずれ



42021/2/20

高崎市の課題

「登場人物の気持ちを読み取る」

全ての領域 全国平均

令和元年度高崎市学力調査・小学校国語



52021/2/20

学習指導要領 指導内容の系統性の重視

国語科の指導内容は、系統的・段階的に上

の学年につながっていくとともに、螺旋

的・反復的に繰り返しながら学習し、能力

の定着を図ることが基本を基本としている。

小学校学習指導要領(平成29年度告示)解説国語編
第１章２(３)学習の系統性の重視
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1. 指導内容がつかみにくい

2. 系統がわかりにくい

3. 児童に付けたい力を捉えにくい

2021/2/20

文学的な文章の指導における課題



72021/2/20

学習用語の
習得と活用

1. 指導内容がつかみ
にくい

2. 系統がわかりにく
い

3. 児童に付けたい力
を捉えにくい

教材別指導内容
系統表

指導内容と
その系統性の明確化

文学的な文章を読む力を積み上げ育てていく児童

課題の解決と目指す児童像



研究の全体・総括仮説
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６
年
間
を
通
し
た
系
統
的
・
段
階
的
な

学
習
用
語
の
習
得
と
活
用

2021/2/20

文学的な文章を読む力を積み上げ育てていく児童

文学的な文章の学習の
指導内容と系統性の分析と整理

学習用語の調査・分析、選定と
系統への位置付け

文学的な文章６年間全教材・教材ごとに

教材別指導内容系統表

を目指した授業づくり学習用語の習得と活用

指導内容と
その系統性の

明確化



仮説
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文学的な文章を読む力を積み上げ育てていく児童

学習用語の習得と活用

仮説１
単元を通して、学習用語を
読みの観点として習得、活
用できることを目指した授
業を行うことで、児童に身
に付けた読み方を自覚させ
ることができるであろう。

仮説２
系統的な視点をもち、学習
用語の習得、活用を目指し
た授業を行うことで、児童
に学びのつながりや積み上
げを自覚させることができ
るであろう。

を目指した授業

読み方の自覚
学びのつながりと
積み上げの自覚

2021/2/20



102021/2/20

学習用語 読みの方法や技術の包括的な概念

例えば「場面」「中心人物」「会話文」「地の文」など

学習用語とは

児童が読む時
読みの観点
読み解くカギ

児童の自覚
「読み方」
共通認識



112021/2/20

学習用語の習得と活用

読
む
力

学年

１年 ６年 中学校へ

･･･などの学習用語

物語を読むための道具を
１年から６年生までに獲得しながら

読む技術を磨き、読む力を育てていくイメージ
道具→読み方→学習用語

場面

物語

中心人物

対人物

語り手

情景
設定

展開

山場

結末

クライマックス

視点
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小学校・文学的な文章 教材別「学習用語」を位置付けた指導内容系統表

学年
学年ごとの
学習用語の
位置付け

※初出の学年

教材
教育出版

指 導 内 容

習得を目指す 学習
用語

①構成を
捉えて読む力

②人物を
捉えて読む力

③視点を
捉えて読む力

④表現の工夫
を捉えて読む力

⑤文種を
捉えて読む
力

１

お話
(→３年から「物語」)
人物
(→２年から「登場人物」)
題名

おはなしたくさんききたいな
人物の気持ちや様子を想像しながら読む

くまさんとありさんのごあいさつ 人物の気持ちや様子を想像しながら読む 会話文を楽しみながら読む

けむりのきしゃ

だれが
どうして
どうなったのかを
捉えて読む

人物の気持ちや様子を想像しながら読む 会話文と地の文を区別して読む

おおきなかぶ 人物の気持ちや様子を想像しながら読む
・繰り返しの効果を感じ取りながら読
む ・リズムを感
じながら読む

けんかした山 人物の気持ちや様子を想像しながら読む 会話文と地の文を区別して読む

スイミー 人物の気持ちや様子を想像しながら読む 比喩表現とさし絵を合わせながら読む

お手がみ できごとの順番を捉えて読む 人物の気持ちや様子を想像しながら読む 会話文と地の文を区別して読む

２

登場人物
(←１年では「人物」)
できごと
あらすじ
会話文(地の文は３年)

場面・いつ・どこ・だれ

「えいっ」
登場人物
できごと会話文

できごとの順番を捉えて読む 登場人物の行動と気持ちを想像して読む 会話文と地の文を区別して読む

きつねのおきゃくさま できごと できごとの順番を捉えて読む 登場人物の気持ちの変化を想像して読む。 繰り返しの効果を感じ取りながら読む

わにのおじいさんのたからもの 場面 場面を捉えて読む 登場人物がどんな人か想像して読む 会話文と地の文を区別して読む

ないた赤おに 場面 場面を捉えて読む 登場人物の変化を想像して読む

かさこじぞう 場面 場面を捉えて読む 人物像を捉えて読む 繰り返しの効果を感じ取りながら読む

アレクサンダとぜんまいねずみ
場面 あら
すじ

場面とあらすじを捉えて読む 登場人物の気持ちの変化を想像して読む。 比喩表現の効果を考えて読む

３

物語
(←１年では「お話」)
中心人物・対人物
場面・時・場所・人物

地の文(会話文は２年)

白い花びら 物語 場面のつながりを捉えて読む 登場人物の気持ちの移り変わりを読む 会話文と心内語を区別して読む
物語の既習内容
を活用して読む

のらねこ
地の文
場面

場面のつながりを捉えて読む 登場人物の性格を捉えて読む 会話文と地の文を区別して読む
物語の既習内容
を活用して読む

わすれられないおくりもの 題名 場面の移り変わりを捉えて読む 人物像を捉えて読む 題名の意味や内容を考えて読む
物語の既習内容
を活用して読む

モチモチの木
中心人物
対人物

場面の移り変わりを捉えて読む
中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

擬人法の効果を考えて読む
物語の既習内容
を活用して読む

おにたのぼうし
中心人物
対人物

場面の移り変わりを捉えて読む
中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

擬態語・擬声語の効果を考えて読む
物語の既習内容
を活用して読む

４

物語のしくみ
設定・展開・山場・結末
情景
語り手

白いぼうし 情景 場面の移り変わりを捉えて読む 中心人物の心情の変化を捉えて読む 情景描写の効果を考えて読む
物語の既習内容
を活用して読む

一つの花 物語のしくみ
設定・展開・山場・結末

物語のしくみを知り、設定・展開・山場
（クライマックス）・結末を捉えて読む

中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

記号の効果を考えて読む
物語の既習内容
を活用して読む

ごんぎつね 語り手
設定・展開・山場・結末

設定・展開・山場（クライマックス）・
結末を捉えて読む

中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

語り手の視点を捉えて読む
・倒置法の効果を考えて読
む ・情景描写の効果を
考えて読む。

物語の既習内容
を活用して読む

木竜うるし 設定・展開・山場・結末
設定・展開・山場（クライマックス）・
結末を捉えて読む

中心人物の心情の変化を捉えて読む

脚本の特性と読
み方を学ぶ(基
本物語の既習内
容を活用して読
む)

５

クライマックス(山場)
ファンタジー
ノンフィクション いつか、大切なところ 設定・展開・山場・結末

設定・展開・山場（クライマックス）・
結末を捉えて読む

中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

語り手の視点を捉えて読む 情景描写の効果を考えながら読む
物語の既習内容
を活用して読む

大造じいさんとがん
山場
クライマックス

山場（クライマックス）を捉えて読む
中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

語り手の視点を捉えて読む 情景描写の効果を考えながら読む
物語の既習内容
を活用して読む

雪わたり ファンタジー ファンタジー作品の構成を捉えて読む。
中心人物について、対人物の関係を捉え
ながら、心情の変化を捉えて読む

語り手の視点を捉えて読む 情景描写の効果を考えながら読む
ファンタジー作品の特
性と読み方を学ぶ

みすゞさがしの旅 ノンフィクション 物語との構成の違いを考える 人物の行動や気持ちに気を付けて読む
筆者の視点で話が進むことを捉
えて読む

ノンフィクショ
ンの特性と読み
方を学ぶ

６

随筆
視点
一人称・三人称
伝記

あの坂をのぼれば 視点 一人称 山場（クライマックス）を捉えて読む 中心人物の心情の変化を捉えて読む
一人称視点について知り、その
効果を考えて読む

情景描写の効果を考えながら読む
物語の既習内容
を活用して読む

薫風 「迷う」 随筆 筆者はどのような構成で書いたのか考え
て読む

筆者の思いや考えを捉えて読む
筆者の視点で書かれていること
を考えながら読む

随筆の特性と読
み方を学ぶ

川とノリオ
視点
三人称

設定・展開・山場（クライマックス）・
結末を捉えて読む

中心人物の心情の変化を捉えて読む
三人称視点について知り、その
効果を考えて読む

情景描写の効果を考えながら読む
物語の既習内容
を活用して読む

きつねの窓 ファンタジー ファンタジー作品の構成を捉えて読む 中心人物の心情の変化を捉えて読む
語り手(一人称)の視点を捉えて読
む

情景描写の効果を考えながら読む
ファンタジー作品の既
習内容を活用して読む

伊能忠敬 伝記 時系列で書かれていることを捉えて読む
伝記で描かれている人物の思いや考えを
捉えて読む

筆者の視点で書かれていること
を考えながら読む

伝記の特性と読
み方を学ぶ

教
材
名

習
得
を
目
指
す
学
習
用
語

構
成
を
捉
え
て
読
む
力

人
物
を
捉
え
て
読
む
力

視
点
を
捉
え
て
読
む
力

文
種
を
捉
え
て
読
む
力

表
現
の
工
夫
を
捉
え
て
読
む
力

系統的に位置付けた
各学年教材ごとの
学習用語と指導内容

指導内容

2021/2/20

教材別指導内容系統表

学
習
用
語
と
指
導
内
容
の

つ
な
が
り
と
積
み
上
げ

中学校へ

※添付資料１
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実践授業

○５年 「大造じいさんとがん」

○単元を通して習得を目指す学習用語
「山場」「クライマックス」

2021/2/20

○本時の学習に必要なため、意図的に取り
上げる既習に該当する学習用語
「場面」「中心人物」「設定」「展開」
「結末」「物語のしくみ」

※添付資料２ 学習用語スペシャルシート
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みんなで考え、自分たちの言
葉をつないで学習していくよ

叙述の表現にこだわり、み
んなで考えるよ

・児童の主体的な学びを支援

実践授業・基本的な授業方針

2021/2/20

・叙述を基にした読み取り

・学習用語は知ることが目的ではなく、読むこと
を通して習得、活用することが目的
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実践授業・単元の流れ

・
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト

・
授
業
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
作
品
全
体
に
関
す
る
自
分
の
思
い
や
考
え
を

も
ち
、
友
達
と
共
有
す
る

・
学
習
用
語
を
意
識
し
た
学
習
を
振
り
返
る

第１時９

山
場
に
む
か
う
中
心
人
物
の
心
情
を
読
み

取
る

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
文
を
読
み
取
る

設
定
を
捉
え
、
読
み
取
る

場
面
を
読
み
取
る

・
単
元
の
め
あ
て
を
つ
か
む

・
学
習
用
語
の
確
認

2021/2/20

物
語
の
し
く
み
を
読
み
取
る

２４６・５８ ３ 事前

結
末
か
ら
、
中
心
人
物
の
変
化
に
つ
い
て
読

み
取
る

７
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そろそろ出た
意見を検討
したいなあ

読みの伝え合いが
進んだ状態

必ず叙述を基に読み、考えている

黒板を見て
友達の読みと
比較しながら、
話したり、
聞いたりして
いる

さ
ら
に
様
々
な
読
み
を
伝
え
合
っ
て･･･

実践授業 第７時 読みを伝え合う児童

ぼくはみんなとは全然違
う一文を選びました。･･･

△△さんとは違う一文を
選びました。教科書の･･･

○○さんと考えが同じだ
けど理由が違って･･･



172021/2/20

結果と考察
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①各時間の振り返りの分析 抽出Ａ児

A児

自分が期待する
感動を得たい

物語性のある
作品が好き

叙述から離れ
た読みをする

想像力豊か
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ぼ
く
は
や
っ
ぱ
り

で
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
大
造
じ
い

さ
ん
と
残
雪
に
は
き
ず
な
が
う
ま
れ
た
と
思
う
。

中
心
人
物
の
何
か
が
変
わ
る
、
心
と
考
え
が
変

わ
り
い
い
話
で
し
た
。
結
末
の
意
外
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
戦
い
が
ず
っ
と
続
く
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
物
語
の
み
り
ょ
く
や
考
え

が
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

第１時９

大
造
じ
い
さ
ん
と
残
雪
に
は
き
ず
な
が
う
ま
れ

た
と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は
が
ん
を
絶
対
に
と
る
気
持
ち

だ
っ
た
が
、
残
雪
の
行
動
で
堂
々
と
戦
う
気
持

ち
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

は
大
造
じ
い
さ
ん
の
き
お
く
に
の
こ
る
ん

だ
ろ
う
。

で
変
わ
る
の
は
、
き
ず
な
だ

と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は
優
し
い
人
に
変
わ
る
。

2021/2/20

設
定
を
読
む
と
話
の
大
体
が
わ
か
り

や
結

末
が
す
ご
く
気
に
な
る
。

２４６７８ ３

①学習用語により読み方を学んでいくＡ児
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ぼ
く
は
や
っ
ぱ
り

で

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
大
造
じ
い

さ
ん
と
残
雪
に
は
き
ず
な
が

と
思
う
。

、
心
と
考
え
が
変

わ
り
い
い
話
で
し
た
。
結
末
の
意
外
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
戦
い
が
ず
っ
と
続
く
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
物
語
の
み
り
ょ
く
や
考
え

が

深
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

第１時９

大
造
じ
い
さ
ん
と
残
雪
に
は
き
ず
な
が

と
思
う
。

。

は
大
造
じ
い
さ
ん
の
き
お
く
に
の
こ
る
ん

だ
ろ
う
。

で

の
は
、
き
ず
な
だ

と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は
優
し
い
人
に

。

2021/2/20

設
定
を
読
む
と
話
の
大
体
が
わ
か
り

や
結

末
が
す
ご
く
気
に
な
る
。

２４６７８ ３

①学習用語により読み方を学んでいくＡ児学習用語を読みの観点として
読み進めていることが分かる
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ぼ
く
は
や
っ
ぱ
り
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
大
造
じ
い

さ
ん
と
残
雪
に
は

が
う
ま
れ
た
と
思
う
。

中
心
人
物
の
何
か
が
変
わ
る
、
心
と
考
え
が
変

わ
り
い
い
話
で
し
た
。
結
末
の
意
外
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
戦
い
が
ず
っ
と
続
く
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
物
語
の
み
り
ょ
く
や
考
え

が
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

第１時９

大
造
じ
い
さ
ん
と
残
雪
に
は

が
う
ま
れ

た
と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は
が
ん
を
絶
対
に
と
る
気
持
ち

だ
っ
た
が
、
残
雪
の
行
動
で
堂
々
と
戦
う
気
持

ち
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

山
場
は
大
造
じ
い
さ
ん

。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
変
わ
る
の
は
、

だ

と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は

に
変
わ
る
。

2021/2/20

設
定
を
読
む
と
話
の
大
体
が
わ
か
り
山
場
や
結

末
が
す
ご
く
気
に
な
る
。

２４６７８ ３

①学習用語により読み方を学んでいくＡ児Ａ児の期待、想像による
叙述から離れた思い込みの読み
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ぼ
く
は
や
っ
ぱ
り
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
大
造
じ
い

さ
ん
と
残
雪
に
は

が
う
ま
れ
た
と
思
う
。

。
物
語
の
み
り
ょ
く
や
考
え

が
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

第１時９

大
造
じ
い
さ
ん
と
残
雪
に
は

が
う
ま
れ

た
と
思
う
。

。

山
場
は
大
造
じ
い
さ
ん
の

。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
変
わ
る
の
は
、

だ

と
思
う
。

大
造
じ
い
さ
ん
は

に
変
わ
る
。

2021/2/20

設
定
を
読
む
と
話
の
大
体
が
わ
か
り
山
場
や
結

末
が
す
ご
く
気
に
な
る
。

２４６７８ ３

叙
述
に
基
づ
い
た
読
み
へ

①学習用語により読み方を学んでいくＡ児読みの観点と、山場に関わる全体での読みによ
り、叙述に基づいた読みをもてた



①Ａ児 まとめ

学習用語を読みの観点として読み進めたことで

叙述に基づいた読み取りができるようになり、

読み方を学んだ自覚をもつことができた

設定の場面で物語の設定
を読むってことがわかっ
た

学習後の振り返りから

読む力が上がった実感 読み方を学んだ自覚

2021/2/20 23
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②読む力を積み上げ育てているＪ児

単
元終

了
後

第
８
時

第
７
時

第
１
時

2021/2/20
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②読む力を積み上げ育てているＪ児

2021/2/20

情景は、４年生の時に習ってか
ら読む時は意識している

情景を読み取ると、読み取らな
い時よりも人物の気持ちがよく
わかるようになる

「これ情景だ」と、情景を忘れ
て読んでいて気付く時もある

自分の力で情景に気付くと「う
れしい」「自分一人で読めた」
「自分で読み深められた」

情景を一カ所見付けると、また
見付けたいから丁寧に言葉の意
味を考えるようになった

Ｊ児

学習用語「情景」について



26

②Ｊ児 まとめ

2021/2/1

情景は、４年生の時に習ってか
ら読む時は意識している

情景を読み取ると、読み取らな
い時よりも人物の気持ちがよく
わかるようになる

「これ情景だ」と、情景を忘れ
て読んでいて気付く時もある

自分の力で情景に気付くと「う
れしい」「自分で読めた」「自
分で読み深められた」

学びのつながり積み上げ

読み方の自覚

読む意欲、喜び

情景を一カ所見付けると、また
見付けたいから丁寧に言葉の意
味を考えるようになった

言葉にこだわる力
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②Ｊ児 まとめ

2021/2/20

読む意欲、喜び

読む意欲や喜びの実感こそ、
学びをつなげ、積み上げていくために

核となるものなのではないか

習った読み方を、
他の物語で試したい
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④アンケート 読み方の自覚

4%

4%

9%

18%

65%

⑤無回答

④自分たちでつくる授業

③自分の読みをもつこと

②大造じいさんの気持ち

①学習用語に関わること

2021/2/20

調査「今回の学習で何を学びましたか」回答分析

「読み方を学んだ」という自覚



292021/2/20

③アンケート 学びのつながりと積み上げ

既習の学習用語を次の物語の学習でも
活用して読もうとする意識

調査「次の学習ではどのように学習しますか」
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⑤アンケート 分かる・読める実感

11%

3%

6%

80%

④その他

③共通の言葉として機能するから

②読む時に目安や拠り所になるから

①「よく分かる・良く読める」から

「分かる」「読める」という実感

2021/2/20

どちらとも言えない１名 児童３０名中必要 ２９名

調査「学習用語を意識しながら読むことは必要ですか」
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研究のまとめ

2021/2/20
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研究の成果

学んだ読み方は
次の学習でも使
えるね

物語の読み方が
分かった

2021/2/20

６年間を通して読む力を積み上げ育てていく

読み方の自覚
学びのつながりと
積み上げの自覚
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物語の学習への意識の変容

68%

66%

29%

21%

3%

13%

学
習
後

学
習
前

好き どちらともいえない 嫌い

2021/2/20

調査「物語の学習は好きですか」
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物語の学習への意識の質的な変容

20%

0%

35%

25%

40%

70%

5%

5%

学
習
後

学
習
前

学習用語に関わる内容 学習全般に関わる内容

「本が好き」 その他

2021/2/20

調査「物語の学習は好きですか」
→回答「好き」の理由内訳



教師にとっての有用性

35

１.指導する教材の
指導内容と学習用語
がすぐにつかめる。

３.教材研究、指
導法を工夫する時
間を確保できる。

２.既習内容の定着を
学習用語の習得と活
用の状況で確認する
ことができる。

スムーズな

教材研究
業務の
効率化

確かな
指導

2021/2/20

教材別指導内容系統表



その他の成果 主体的な伝え合いの効果

36

成長の自覚 学ぶ意欲 良さや喜び学びの自覚

2021/2/20
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本研究における継続的な取組

系統的な読む力の育成
豊かな解釈、表現

説明文
「書くこと」との関連

組織的・協力的な取組

学習用語の習得と活用の展開

職員同士の支え合い
教師自身の学ぶ良さや喜び

2021/2/20

今後の展望
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学習用語を
意図的に取り入れ
ることから
始めてみませんか

ご清聴ありがとうございました

2021/2/20


